
ノロ
ウイルス

吐き気がする、おなかが痛い等の症状
があっても、我慢して出社していません
か？社内でパンデミックが起きないよう
に、しっかり予防していきましょう！

2018
Dec.

～患者の便や吐ぶつには大量のウイルスが排出～

１．食事の前やトイレの後などには、必ず手洗い
手指に付着しているノロウイルスを減らす最も有効的な方
法。調理を行う前、食事の前、トイレに行った後、下痢
等の患者の汚物処理やオムツ交換等を行った後には必ず行
う。常に爪を短く切って、指輪等をはずし、石けんを十分
泡立て、ブラシなどを使用して手指を洗浄。すすぎは温水
による流水で十分に行い、清潔なタオル又はペーパータオ
ルで拭く。石けん自体にはノロウイルスを直接失活化する
効果はないが、手の脂肪等の汚れを落とすことにより、ウ
イルスを手指から剥がれやすくする効果がある。
なお、消毒用エタノールによる手指消毒は、石けんと流
水を用いた手洗いの代用にはならないが、すぐに石けんに
よる手洗いが出来ないような場合、あくまで一般的な感染
症対策の観点から手洗いの補助として用いる。

2．下痢やおう吐等の症状出現時、食品を直接取り扱う
作業禁止

ノロウイルスによる食中毒では、患者の便や吐ぶつがヒト
を介して食品を汚染したために発生したという事例も多く
発生している。ノロウイルスは少ないウイルス量で感染す
るため、ごくわずかな便や吐ぶつが付着した食品でも多く
のヒトを発症させるとされている。食品への二次汚染を防
止するため、食品取扱者は日頃から自分自身の健康状態を
把握し、下痢やおう吐、風邪のような症状がある場合には、
調理施設等の責任者（営業者、食品衛生責任者等）にその
旨をきちんと伝える。

3．胃腸炎患者に接する方は、患者の便や吐ぶつを
適切に処理方法

詳細は裏面へ。

平成30年度版！ノロウイルスの予防対策

●
ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
？

こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
は
ほ
と
ん
ど

が
経
口
感
染
で
、
次
の
よ
う
な
感
染
様
式
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
患
者
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
大
量
に
含
ま
れ

る
ふ
ん
便
や
吐
ぶ
つ
か
ら
人
の
手
な
ど
を
介

し
て
二
次
感
染
し
た
場
合

②
家
庭
や
共
同
生
活
施
設
な
ど
ヒ
ト
同
士
の

接
触
す
る
機
会
が
多
い
と
こ
ろ
で
ヒ
ト
か
ら

ヒ
ト
へ
飛
沫
感
染
等
直
接
感
染
す
る
場
合

③
食
品
取
扱
者
（
食
品
の
製
造
等
に
従
事
す

る
者
、
飲
食
店
に
お
け
る
調
理
従
事
者
、
家

庭
で
調
理
を
行
う
者
な
ど
が
含
ま
れ
ま

す
。
）
が
感
染
し
て
お
り
、
そ
の
者
を
介
し

て
汚
染
し
た
食
品
を
食
べ
た
場
合

④
汚
染
さ
れ
て
い
た
二
枚
貝
を
、
生
あ
る
い

は
十
分
に
加
熱
調
理
し
な
い
で
食
べ
た
場
合

⑤
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
井
戸
水
や

簡
易
水
道
を
消
毒
不
十
分
で
摂
取
し
た
場
合

特
に
、
食
中
毒
で
は
③
の
よ
う
に
食
品
取

扱
者
を
介
し
て
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食

品
を
原
因
と
す
る
事
例
が
、
近
年
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
③
④
⑤
の
よ
う

に
食
品
や
水
を
介
し
た
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒

の
原
因
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
①
②
の
よ

う
に
ウ
イ
ル
ス
性
急
性
胃
腸
炎
（
感
染
症
）

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
多
彩
な
感
染

経
路
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
制
御
を
困
難
な
も

の
に
し
て
い
ま
す
。

アルコール消毒は効きません！

引用文献：厚生労働省ノロウイルスに関するQ＆A https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/kanren/yobou/040204-1.html

食中毒

生食や加熱
不十分な二枚貝

カキなどの
二枚貝に蓄積

感染症

不十分な手洗い
不適切な汚物処理

口内に飛散した
ウイルスが侵入

体内で増殖

便・嘔吐

環境中に排出

●
感
染
す
る
と
ど
ん
な
症
状
に
な
る
？

潜
伏
期
間
は
２
４
～
４
８
時
間
で
、
主
な
症
状
は

吐
き
気
、
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
で
あ
り
、
発
熱
は

軽
度
で
す
。
通
常
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
１
～
２
日

続
い
た
後
治
癒
し
、
後
遺
症
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
感
染
し
て
も
発
症
し
な
い
場
合
や
軽
い
風
邪

の
よ
う
な
症
状
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
発
症
し
た
場
合
の
治
療
法
は
？

現
在
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
の
あ
る
抗
ウ
イ
ル

ス
剤
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
通
常
、
対
症

療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。
特
に
、
体
力
の
弱
い
乳
幼

児
、
高
齢
者
は
、
脱
水
症
状
を
起
こ
し
た
り
、
体

力
を
消
耗
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
水
分
と
栄
養

の
補
給
を
充
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
脱
水
症
状
が

ひ
ど
い
場
合
に
は
病
院
で
輸
液
を
行
う
な
ど
の
治

療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
下
痢
止
め
薬
は
、
病
気

の
回
復
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
使
用
し
な

い
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

下痢止め

●
ど
ん
な
時
期
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

食
中
毒
は
発
生
？

我
が
国
に
お
け
る
月
別
の
発
生
状
況
を
み
る

と
、
一
年
を
通
し
て
発
生
は
み
ら
れ
ま
す
が

１
１
月
く
ら
い
か
ら
発
生
件
数
は
増
加
し
は

じ
め
、
１
２
～
翌
年
１
月
が
発
生
の
ピ
ー
ク

に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

月別事件数の年次推移



●
感
染
が
疑
わ
れ
た
場
合
、

ど
こ
に
相
談
？

最
寄
り
の
保
健
所
や
か
か
り
つ

け
の
医
師
に
ご
相
談
下
さ
い
。

ま
た
、
保
育
園
、
学
校
や
高
齢

者
の
施
設
等
で
発
生
し
た
と
き
は

早
く
診
断
を
確
定
し
、
適
切
な
対

症
療
法
を
行
う
と
と
も
に
、
感
染

経
路
を
調
べ
、
感
染
の
拡
大
を
防

ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
速
や

か
に
最
寄
り
の
保
健
所
に
ご
相
談

下
さ
い
。

社
会
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
は
、

「
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
感

染
症
発
生
時
に
係
る
報
告
に
つ
い

て
」
（
平
成
１
７
年
２
月
２
２
日

付
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
、
医
薬

食
品
局
長
、
雇
用
均
等
・
児
童
家

庭
局
長
、
社
会
・
援
護
局
長
、
老

健
局
長
連
名
通
知
）
に
よ
り
、
必

要
な
場
合
は
市
町
村
及
び
保
健
所

へ
の
報
告
等
を
行
う
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

な
お
、
介
護
保
険
施
設
等
に
関

し
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
手
順
（
平
成
１
８
年
厚
労
告
２

６
８
「
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

感
染
症
又
は
食
中
毒
の
発
生
が
疑

わ
れ
る
際
の
対
処
等
に
関
す
る
手

順
」
）
に
沿
っ
て
、
必
要
な
場
合

は
市
町
村
及
び
保
健
所
へ
の
報
告

等
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

社内での便や吐物処理方法！

１２日以上前にノロウイルスに汚染されたカーペットを通じて、感染が起きた事例も知られており、時間が経っても、
患者の吐ぶつ、便やそれらにより汚染された床や手袋などには、感染力のあるウイルスが残っている可能性があります。
このため、これら感染源となるものは必ず処理をしましょう。

床等に飛び散った患者の吐ぶつや便を処理するときには、使い捨てのガウン（エプロン）、マスクと手袋を着用し汚
物中のウイルスが飛び散らないように、ふん便、吐ぶつをペーパータオル等（市販される凝固剤等を使用することも可
能）で静かに拭き取ります。拭き取った後は、次亜塩素酸ナトリウム※（塩素濃度約200ppm）で浸すように床を拭き
取り、その後水拭きをします。おむつ等は、速やかに閉じて便等を包み込みます。

おむつや拭き取りに使用したペーパータオル等は、ビニール袋に密閉して廃棄します。（この際、ビニール袋に廃棄
物が充分に浸る量の次亜塩素酸ナトリウム※（塩素濃度約1,000ppm）を入れることが望ましい。）

また、ノロウイルスは乾燥すると容易に空中に漂い、これが口に入って感染することがあるので、吐ぶつや便は乾燥
しないうちに床等に残らないよう速やかに処理し、処理した後はウイルスが屋外に出て行くよう空気の流れに注意しな
がら十分に喚気を行うことが感染防止に重要です。

１１月頃から２月の間に、乳幼児や高齢者の間でノロウイルスによる急性胃腸炎が流行します。この時期の乳幼児や
高齢者の下痢便および吐ぶつには、ノロウイルスが大量に含まれていることがありますので、おむつ等の取扱いには十
分注意しましょう。

※家庭用の次亜塩素酸ナトリウムを含む塩素系漂白剤でも代用できます。（使用に当たっては「使用上の注意」を確認
しましょう。）

この資料へのお問い合わせはsangyoui@avenir-executive.co.jpまで

●
診
断
の
た
め
に
ど
ん
な

検
査
を
す
る
？

通
常
の
場
合
、
臨
床
症
状
や
周
囲

の
感
染
状
況
等
か
ら
、
総
合
的
に

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
推
定
し

て
診
療
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
病
気
か
ど
う
か

は
、
臨
床
症
状
か
ら
だ
け
で
は
特

定
で
き
ま
せ
ん
。

「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
検
査
」

は
、
便
中
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
検

査
キ
ッ
ト
で
検
出
す
る
も
の
で
、

３
歳
未
満
、
６
５
歳
以
上
の
方
等

を
対
象
に
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
医
療
機
関
で
、
医
師

が
医
学
的
に
必
要
と
認
め
た
場
合

に
行
わ
れ
、
診
断
の
補
助
に
用
い

ら
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
検
査
は
、

結
果
が
早
く
出
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
い
て
も
陽
性
と
な
ら
な
い

場
合
も
あ
り
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
か
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ノロウイルスが感染・増殖する部位は小腸と考えら
れています。したがって、嘔吐症状が強いときには、
小腸の内容物とともにウイルスが逆流して、吐ぶつ
とともに排泄されます。このため、便と同様に吐ぶ
つ中にも大量のウイルスが存在し感染源となりうる
ので、その処理には十分注意する必要があります。

最
寄
り
の
保
健
所
や

か
か
り
つ
け
の

医
師
に
ご
相
談


